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１ 研究課題 

  子ども理解 

 

２ 研究・研修の視点 

   家庭形態の変化、情報の氾濫、地域環境の変化等子どもたちをとりまく環境は、急激な変化の中に

ある。子どもたちはこれまで以上に主体的に問題を解決していく力が必要とされる。 

   そのために幼児期に育むべき「資質能力の３つの柱」が明示された。「知識・技能の基礎」、「思考

力・判断力・表現力等の基礎」、「学びに向かう力・人間性等」の３つである。   

どのように学ぶかにおいては、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの学習過程の改善を図りな

がら資質・能力を育んでいくことも示されている。 

そこで、本園では「資質・能力の３つの柱」、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」及び「５領

域」と「主体的・対話的で深い学び」の理解を深め関連を明らかにしながら「３つの資質能力」の視

点から子どもの育ちを追求していくことが、テーマ解決への道筋であるととらえた。 

☆中略(本園研究紀要に記載) 

  今回の発表の機会を通してさらに「子どもの育ち」を具体的な保育の場面で把握しながら、日々の

保育につながる研究を進めていきたい。 

 

３ 本園の研究計画 

（１） 研究の目標 

ア 「３つの資質能力」「５領域」「幼児期の終わりまでに育みたい姿」「主体的・対話的で深い学び」

についての理論分析を行い内容の共通理解と関連性を明らかにする。 

イ 資質・能力の視点から見直し・加筆された「５領域」のねらいや内容をもとに、保育の改善を図

りながら日々の保育を進めることで育まれる資質・能力(子どもの育ち)について追求する。 

（２） 研究の方法 

ア 幼保連携型認定こども園教育・保育要領等を読み込み、内容について理解し、深めていく。 

イ 一人一人の職員が実践をもちより具体的な場面(育ち)をもとにワークショップ型の研修を行う

ことでテーマ解決にせまるようにする。 

ウ 「振り返りシート」等を活用して、「学びの過程」や「子どもの育ち 」を捉え、実践的な研究を

進める。 

 

４ 研究の概要について  

（１） これからの幼児教育が向かう方向 

〇園児は何を学ぶか〇園児はどのように学ぶか〇園児には何が育まれるのか 

第７分科会 

 幼稚園教育において育みたい 
資質・能力の視点から 

       子どもの育ちを考える 

問題提起園 草牟田幼稚園 

問題提起者 岩元 直 
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「資質・能力」（子どもの内面と りの に関わる力）は、幼 園、 学 、中学 、 等学 での教

育を通して育まれていくものであり、幼児期は、その基礎を うものである。幼 園で育みたい資質・

能力は、改定に い加筆された５領域にお る「ねらい及び内容」に基 いて「主体的・対話的で深い

学び」のプ (過程)を通して子どもたちの中に育まれていくものである。 

（２） 園児は何を学ぶか(☆ な図については、本園研究紀要に 載) 

３視点( 児)・５領域(１ 児 ５ 児)の学びの内容  

 ねらい・・・・教育及び保育において育みたい資質・能力を園児の 活する姿から捉えたもの 

 内容・・・・・ねらいを するために する  

 視点・領域・・発 の を まえ、教育及び保育のねらい及び内容を 幼児の発 の 面から 

まとめたもの 

 

 

 

 

 

 

日々の保育では、育みたい資質・能力の視点から見直し・加筆された 領域を において びを

通した 的な教育・保育を進めることが である。５領域のねらいや内容に基 いて、日々の教

育・保育を み ねていくことで「育みたい資質・能力」及び「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」(１ の姿)が育まれていくことになる。 

（３） どのように学ぶか 主体的・対話的で深い学びの視点から考える  

育みたい資質・能力を育むためには、 びや活 が「主体的な学びとなっているか」、「対話的な学

びになっているか」、「深い学びになっているか」という視点で保育を見直すことで３つの資質・能力

が育まれることになる。 

び(学び)のプ (過程)（ ） 

 

 

 

 

 

     

育みたい資質・能力は、「 びの 」 「 びの 」 「 びの振り返り」の過程を通して育ま

れていく。 

きる力の基礎 

５領域 
 

「ねらい」 
 
「内容」 

保育の改善の視点

主体的 
対話的で 
深い学び 
(見方・考え方
を かして) 

育みたい資質能力 

 知識及び技能の基礎 
 

 思考力・判断力・表現力等の基礎 
 

 学びに向かう力・人間性等 

幼児に る３つの視点 １ 以上の ３

に る５つの領域 

３ 以上に る５つ

の領域 

具や用具や場の

、 との 会い等 

行 、 、

力、 り い、 等

遊びの創出 遊びの没頭 遊びの振り返り 

 振り返り 

明日への見通し 

具
体
的
姿
「

の
姿
」

 

主体的学び 

深い学び

※ １ ３ 児は ３ 以上と ねらい内容ではなく 発 の 性を まえたねらいと
内容として示されている。 

対話的学び 
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主体的な学びとは、「 場 びで を ってみたい、 を ってみたい、 を ってみたい」など

の環境に 的に きか ている姿である。 

   対話的な学びとは、何人かが まっているとこ で、お いに「こうやっているん 」「こうした方

がいいね」など 分の思いを え ったり 力したりして びを深めている姿である。 

   深い学びとは、「 は にしみこむん な」「 がなくなるね」などと 活や びの中で見方や考え

方が深まる姿である。 

（４） 何が育まれるのか(☆ な図は、本園研究紀要に 載) 

ア 資質能力の視点から考える   

 

 

 

 

 

 

 

     

幼児教育によって育みたい３つの柱は のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」(１ の姿)がある。これは、幼 園教育において育み

たい資質・能力を幼児の 活する姿から捉えたもので、５ 児 に育まれてくる姿(育ち)を１ にま

とめたものである                                                   

イ 幼児期の終わりまでに育ってほしい１ の姿の視点から考える  

 

 

 

 

幼 園教育にお る５領域の「ねらい」及び「内容」と「育みたい資質・能力」「幼児期の終わりまで

育ってほしい姿」の関連を のように捉える。 

 

 

 

                

 「５領域」のねらい及び内容に基 く活 体を通して「資質・能力」が育まれる。 

 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１ の姿）は、幼 園の活 体を通して幼

児期の終わりまでに育まれる資質・能力の具体的な姿（育ち）である。 

 幼児期の終わりまでに育ってほしい幼児の姿と５領域のねらいや内容とを関連 、

日々の保育を行うことも である。 

 ５領域を 視化し、保育 が計画・振り返りに活用しやすくする 標である。 

   ・ の え 会 の  

考力の え の ・

ど の ・ に る え い か  

 

知識・技能の基礎 びや 活の中で、 かな体 を通して たり、 いたり、分かった

り、できるようになったりすること。 

思考力・判断力・表現力等の基礎 びや 活の中で、 いたこと、できるようになったこと

などを いながら、考えたり、 したり、 したり、表現したりすること。

学びに向かう力・人間性等 情・ ・態 が育つ中で、よりよい 活を もうとすること。

           

の幼 園教育要領等までは「 情・ ・態 」を育むことを向上目標としてい

た。 

今回の幼 園教育要領等の改 で めて幼 園教育と 学 以 と共通する向上目標が明示

された。それが「知識・技能の基礎」「思考力・判断力・表現力等の基礎」「学びに向かう力・人

間性等」の「３つの資質・能力」である。 

幼児教育において育みたい資質・能力は 子どもの日々の活 において「子どもの育ち」とし

て見ることができる。そして、このような資質・能力の育ちを日々の保育の 々に子どもが発

できるようにしていくことが保育 に求められるものであると考える。 
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本園では、幼児の発 や学びの 人 に しつつ、幼児期の終わりまでに育ってほしい幼児の姿を

具体的にイ ー して、日々の保育を行っている。 

（５） 「３つの視点」「５領域」、「資質・能力(１ の姿)」との関連図 

 

 

 

 

 

５領域は、今回の改 で「育みたい資質・能力」の視点で見直しがなされ、 幼児期に「 やかに

び びと育つ」など３つの視点で内容を捉えること、また、 から ３ 、 ３ 以上に関わ

る内容が改善・ 実された。また、資質・能力の育ちは、 過程においてその なりの具体的な

姿（育ち）として現れてくるものである。１ の姿は幼児期の終わりまでに育ってほしい姿であるが、

子どもの 過程での「育ち」として に現れてくるものである。 

（ ） 資質・能力と 領域との具体的な関連表 

 ３つの「資質・能力」を用いて子どもの育ちを捉える 点として、領域 とに「ねらい及び内容」に

用されている から具体的な子どもの姿となるものを き し、その が３つの「資質・能力」

のうち、どの要 に するか 理し、表にしたものが、 の表である。 

 (☆ な表は研究紀要に 載) 

領

域 

知識・技能の基礎  

かな体 を通して、 た
り、 いたり、分かったり、
できるようになったりする。 

思考力・判断力・表現力等の基礎  

いたことや、できるよう
になったことなどを い、考
えたり、 したり、表現した
りする。 

学びに向かう力・人間性等  

情・ ・態 が育つ中でより
よい 活を もうとする。 

 

・ 、 、体を 分に
かす 

・ 活に必要な習 や態  
・ 活の 方を知る 
・ な場 や な び

方が分かる 

・ 明るく び びと行 す
る 

・ 見通しをもって行 する
・ や と れ う 
・ 活 に しみ しむ 
・ 活の場を える 
・ などの行 の

方、 に を て行
する 

・ 実 、進んで する 
・ 定 を って行 する 
・ 進んで で ぶ 
・ べ への や関 をもつ 
・ の回りを にする 
・ 活に必要な活 を 分でする
・ に関 を つ 
・ べることを しむ 

人

間

関

 

・ 会 活にお る まし
い習 や態  

・ よいことや いことがあ
ることに く 

・ きまりの さ 
 

・ などの な を
り れて ぶ 

・ なものを にする
・ べる 
・ 関連 たりしながら考

える 

・ 々な に対する 関 を
もつ 

・ 活に り れる 
・ 々な の性質や みに

や関 をもつ 
・ な標識や などに関 を

もつ 

 

    資質・能力 

 
 

 

 

 

 

 

 

     
     
     
 
 

 
 

 

 

幼 の に育みたい の  

 

人間関  

環境 

 

表現

育ちの過程で（１ の姿）が育まれていく 
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（ ）５領域、主体的・対話的で深い学び、資質・能力、１ の姿の関連図 

 

その資質・能力の中で幼児期の終わりまで育ってほしい姿として ・ 理したものが１ の姿で

ある。 

  したがって、資質・能力の視点からの子どもの育ちは、５領域のねらいや内容を主体的・対話的で

深い学びの視点で改善しながら進める日々の保育の中での育ちであると捉えている。 

 

５ 本園の研究 進 ート 

 シ テー ーのもと、 加 一人一人が 分の考えやアイ アを に き したり、ワー

クシートに 点 に り 、話し ったり、保育中の子どもの活 場面について記 した「振り返り

シート」で話し いをすることで 員 加型の研修会になっている。    

 

 研究の実  

（１） 子どもの学びの姿から環境 や保育 のかかわりを考える。 

が を題 にした活 である。(☆ は本園研究紀要に 載) 

この保育では、これまで研究を進めてきていた「主体的・対話的で深い学び」の視点で保育研究を

した。保育 では、子どもの活 の姿(育ち)を したり、 に き込ん りした。

研究 に一人一人が のような振り返りシートを し、今 の保育に かすことにしている。 

振り返りシート で う（ 児 ２ ）  

 

 

 

 

 

計画 実践  改善 

 実践プ  

 会 

 保育の 点 

 シ テー ー 

 保育  

 点  

 の記  

 での記  

 振り返りシート 

 ワークシート 

 等 

 シ テー ー 

 共通実践  

 学 課題 

 シ テー ー 

 

・ ・ い
資質・能力 の の

知識及び技
能の基礎

豊かな体験を通して,
感じたり,気づいたり，
わかったり,できるよ

うになったりする

思考力・ 判断力・ 表現
力の基礎

気付いたことや,できるように
なったことなどを使い,考えたり,
試したり,表現したりする

学びに向
かう力・
人間性等

心情・ 意
欲・ 態度が
育つ中でより
良い生活を
営もうとする

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
視
点(

保
育
の
改
善
の
視
点)

健康 人間関係 環境 言葉 表現  

この図は、「資質・能力」と「１ の姿」、「５

領域」、「主体的・対話的で深い学び」との関連

を示したものである。  

５領域のねらいや内容は、資質・能力の視点

で見直し・加筆されているので、それらを ま

えて３つの視点・５領域のねらいや内容にそっ

て日々の保育を進めていくと３つの資質・能力

が育まれていくことになる。   
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１ 研修テーマ及び内容 

「主体的・対話的で深い学び」の実現をめ して 

２ 研修内容 

 子どもの学びの姿から、環境 や保育 のかかわりを考えよう 

３ 研修の振り返り 

 

 

 

 

の表は、研究保育 、保育 した保育 が「３つの資質・能力の視点で子どもの姿(育ち)を
まとめたものである。 

の保育実践から「３つの資質能力」の視点で保育 が子どもの姿を振り返る

資質・能力 子どもの姿 

「知識及び技能の基礎」 

びや 活の中で、 かな体 を通 て、何を

たり、何に いたり、何が分ったり、何がで

きるようになったりするのか。 

・ の と を れた の の の いに

いた。 

・ の の り う しさを わう姿が見ら

れた。 

「思考力・判断力・表現力等の基礎」 

びや 活の中で、 いたこと、できるように

なったことなども いながら、どう考えたり、ど

う したり、 したり、表現したりするか。

・ めは が につく を がっていたが、こねること

により、 に から れていくことに いた。 

・ な を うことにより、具体的なイ ー の中で表現

し、 びを することができていた。 

「学びに向かう力・人間性等」 

情・ ・態 が育つ中で、いかによりよい

活を もうとするか。 

・ が る 子を見ながら、 を り れて、 び方を

しながら する姿が見られた。 

・ を つことで、 中して活 に り む園児が かった。

１ の姿の振り返り 
・ で形を っていき、見 て びをしている

に対して「きのこ 」と きな で えていた。 

 （ かな 性と表現・ による え い） 

・ に れ、 や いなど についた を っと

見て、 の性質を かめていた。（思考力の え） 

子どもの学びの姿（主体的・対話的で深い学び） 

〇 を見て、「 しそう な」「 くしたいな」という思いが える。 を る で、 の が

てくると、どんな なのか、これがどうなっていくのか知ることに を っていた。 

 を れる る 過程を見通して、 分が思う 形に ているよう った。 

〇 の を しみながらイ ー したものを ったり、 ップに を ね れていき、「うし からみると、

きれい よ」と思っていなかった発見に ぶ子どもの姿があり、それを や に え、 びを しんでいた。 

子どもの学びの姿から 

「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」のための環境 や保育 のかかわりの  

（主体的な学び） や ープ ートで をすることによって、子どもたちの を きつ 、子ども が を
ち、今日の活 に対して、考えたり したりして しみながら活 に ていた。 

（対話的な学び） が 上がる の、 に れる 間を ていた。 を加える の の いを知
り、「 わ わ」「べち べち で、なっとうみたい」など、子どもの思いを き し、保育 が認め、共
することで 分の考えを深めていくことが ていた。 

（深い学び）  を することで、発 した びに がる。 っこ びなどの から、 の形を に変え、
を形にしながら ぶ をしていた。 の 児は、 に を み上 ていき、「どうなるかな」と

ワクワクしながらイ ー したものを り上 、 や に認められ そう った。 

考  
 の から を て 育者のかか の を る た
子どもたちの に を 子どもの に ・ る 能 の る教 の 育者
の か ・ ・ に る に て 子ども らに たい・も た
い・ に えたい い る ・ 育者の に い の

てい 考えら る  
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（２） 子どもの学びの姿から、環境 や保育 のかかわりを考える。( は研究紀要に 載) 

 中 で「 きなものはなあに」の保育実践である。保育 に 一人一人が「振り返りシー

ト」を した。 員の振り返りシートにそれ れが目を通すことで、子どもの育ちや保育の り方等

が「見える」ようになり、日々の保育に かしている。 

振り返りシート すきなものは なあに（ 中児 ２ ）     

   

          ・ い の を て 

   

    子どもの の から 育者のかか かたを考え  

  の  

 

 

 
 
 

 

の もの  に                    

らい 分の もの るものを を て 分 に る  

の を て の を  

ものを教え た いたものに いて た ら を  

 分の ものを の を て る  

     分 たものを 分 分 いたものの を る る に る  

     たものを の ものを る  

の の  

に る え い 
 の の を て分か た 分
の い 考え どを に分かる に
た る ど て を て 教

を る  
か  
 を  

子どもの の ・ い  

いているの 分か た  
ち た て に を る  
ち いているの  

を いているの  
ち か いい  
の会 を いていた  

か いい  
た ている に えた の を に てもらい に た

に る  

考  
・ 育の の子どもの の に 子どもの 育ちの る い を

て た か の に に ている  
・ 育 た を の視点 る 子どもの を考えた 分 てい に

を た 子どもに 育ち る い を 育者 を てい
の を た  

・ 育 を る の視点を ら 育を み ててい も 考え
てい た  
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（２）の保育実践から「３つの資質能力」の視点で保育 が子どもの姿を振り返る  

資質・能力 子どもの姿 

「知識及び技能の基礎」 
びや 活の中で、 かな体 を通 て、何

を たり、何に いたり、何が分った
り、何ができるようになるのか。 

・ の具を うときは、 を ることや、
き方で さが うことに いた。 

・ の具で くと くて がつぶれてしまった
が、 て りつぶして、 べ の断面を表現する
など していた。 

・ が いている きな が、 分の きな
でもあることに いた。 

(☆ 体の表は、本園研究紀要に 載) 

（３） 、１ 児の保育から３つの資質・能力の視点で子どもの育ちを考える 

振り返りシート ー を う（ 児  １ 児 ）  

 

考  
・ をも て 育を る に る 子どもたちの

ど かに る た  
・ の資質能力 ・ い に いて子どもの を の に て考える

に える る に て た に る  

  

     幼稚園教育 育みたい資質・能力の視点から子どもの育ちを考える  

  

子どもの を資質・能力の の視点から え どの 育ち るか考え  

 の  

 
  

 

 

 

 
 

能の  
・ 育教 に教えてもらい を ら

を に いた をお
に てもら ていた  

考力 力 力 の  
・ の を かいた 育教

に を て に た
た の を た から ていた

考  
・ 分の 育を の資質能力の視点 た 子どもたちの どの

育ち るのか る た  
・ の資質能力に分 るの た ど か に て る い

た  
・ 分 を ら の にも て る点を る の資質・能力の視

点 る も い た  

の を                
らい 

育教 に を 分 の た を て  
育教 の を 分の た を える る  

     どの に 分 に る  
 

 を を に る  
 分 を に を る  

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜
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（２）の保育実践から「３つの資質能力」の視点で保育 が子どもの姿を振り返る  

資質・能力 子どもの姿 

「知識及び技能の基礎」 
びや 活の中で、 かな体 を通 て、何

を たり、何に いたり、何が分った
り、何ができるようになるのか。 

・ の具を うときは、 を ることや、
き方で さが うことに いた。 

・ の具で くと くて がつぶれてしまった
が、 て りつぶして、 べ の断面を表現する
など していた。 

・ が いている きな が、 分の きな
でもあることに いた。 

(☆ 体の表は、本園研究紀要に 載) 

（３） 、１ 児の保育から３つの資質・能力の視点で子どもの育ちを考える 

振り返りシート ー を う（ 児  １ 児 ）  

 

考  
・ をも て 育を る に る 子どもたちの

ど かに る た  
・ の資質能力 ・ い に いて子どもの を の に て考える

に える る に て た に る  

  

     幼稚園教育 育みたい資質・能力の視点から子どもの育ちを考える  

  

子どもの を資質・能力の の視点から え どの 育ち るか考え  

 の  

 
  

 

 

 

 
 

能の  
・ 育教 に教えてもらい を ら

を に いた をお
に てもら ていた  

考力 力 力 の  
・ の を かいた 育教

に を て に た
た の を た から ていた

考  
・ 分の 育を の資質能力の視点 た 子どもたちの どの

育ち るのか る た  
・ の資質能力に分 るの た ど か に て る い

た  
・ 分 を ら の にも て る点を る の資質・能力の視

点 る も い た  

の を                
らい 

育教 に を 分 の た を て  
育教 の を 分の た を える る  

     どの に 分 に る  
 

 を を に る  
 分 を に を る  

（４） ２ 児の保育から、３つの資質・能力の視点で子どもの育ちを考える。 

 この保育 では、３つの視点から「子どもの育ち」を考えた。「知識・技能の基礎の視点」では、の

りの い方について保育 の話を き、 いた話を思い しながら、ち んち んと にのりをつ

ていた。「思考力・判断力・表現力等の基礎」では「 り を る 、 つの を るために 々な

に っていた。「学びに向かう力・人間性等」では、「 り を る 、保育 の り方や話を いて、

一人で 返して ることができていた。」などの子どもの育ちを見 ることができた。 

振り返りシート り で「ねこ」を う（２ 児 １ ）   

   

   幼稚園教育 育みたい資質・能力の視点から子どもの育ちを考える  

  

   子どもの を資質・能力の の視点から え どの 育ち るか考え  

 の  

資質・能力 子 ど も の  

能の  

の

か を て

を た に

いた 分か た

る に

るのか  

 

 

の を                    

らい に を を てい を  

     の を に い る る  

 の を て の を る  

     の の分 に を ら に る  

     の に を てお か を る  

考  
 の を る の資質・能力の視点 育を る
ても い た か 分 に た を の の子どもたちの

どを考える の 子 の視点の ち に て る い
い た 子どもたちの育ちを 直 か

も て てい たい た  

 

 

に か 力  
・ た を 育教 に ている

を る の に て
を ている子もいた 分 の たも
のを て いた  

 
 育教 の から
て る に を て を て

いる 子 ら た た
に 分の ている 子を

に ている の の に
た た 育教 に をもらい

に た に を て に
た る 子どもたちに て

ても の の る
るの  

 
 

いたり分かったりで

きたりしている姿の  

育者の ・  

育者 に ち ち い ら

にの を て を ていた  

・の の い に いて 育者の を

いた も い ら ち ち

にの を ていた  
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（５）３つの資質・能力と１ の姿の関連を学ぶ（ 児 ２ ） 

(☆ は研究紀要に 載) 

（ ）「 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 から見た子どもの姿」 

  資質・能力の３つの柱による （５）の保育実践をもとに  

 

 

   

３つの柱 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 から見た子どもの姿  

 

 

 

 

 

 

 

（ ・ ・ ） 分の 型を に表現するために、用 さ
れた の中から えそうなものを 分で ん り、
にア イ をもらったりして まで 分で る。 
（ ・ ）共 の や道具の い方が分かり、みんなで

に う。 
（ ・ ） や道具を と り ったり い方を教え
ったりして う。 
（ ・ ） の性質や みに き、考えて うように
なる。 
（ ・ ） の表現の 方や、 の い方に を かさ
れ、その表現を したり、 たり考えたりするようにな
る。 

  

 

活 

 

図画  

体育 

道  

活  

 

 

 

 

 

（ ・ ） 分の を見て、どんな 型が うか の
中から する。 
（ ・ ）これまでの から、 図を したり、 た
な方法を考えたりしてよりよい となるように 行
する。 
（ ・ ） い れた道具の 性を かしたり、 々な
の い方を したりしながら、目的に て いこなす。
（ ・ ・ ）用 された をどのくらいの を え よ
いか、考えて 用する。 
（ ・ ） 用したい の い方を に し、ア
イ をもらうことで表現することを しむ。 
 

  

 

活 

 

図画  

体育 

道  

活  

 

      

 

の

いた る に

た ども い

ら ど 考えた

た た

た るか  

 

 

育

いかに い

を か  

 

幼児期の教育 

の

 
 

の

 

 
 

学 教育 

考  
 育の の視点から子どもたちを る い か の に

い 子どもの た ど 子どもたちのい い ・ を る た

考えて た た

た ている の  

 

・ の を るた にい い

に を て考えていた  

育者の ・  

子どもたちから える に を

ていた  

に 力

た を いる

の  

 

・ を る 育者の を

いて に て る て

いた  

育者の ・  

育者 の を か

にも をか ていた  

教 等 
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(☆ 体の表は、本園研究紀要に 載) 

 

 

 

 

考  

本 の保育を分析した、 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 から見た子どもの姿の記 を、

どの姿と めたかを 的に捉え、 い にあ ると、 のとおりになった。 

〇「思考力の え」・・   〇「 」・・   〇「 かな 性と表現」・・   

これらのことから、「ねらい及び内容」が具体的に「子どもの姿」として表 したものと理解され、

に た「 思考力の え」「 かな 性と表現」「 性」が した子どもの育ち

（実現した資質・能力）であると できる。 

 研究の と課題         

これまでの研究で明らかになったことやさらに研究したいことは のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理論研究・振り返りシート等からまとめると 

( ) 日 の保育や びから、振り返りシートを活用して３つの資質・能力を発 している

ー をまとめたり、資 をもとに に話し ったりしながら、 分なりの「見

方」を深めることができた。 

( ) 資質・能力の視点で見直し、加筆された５領域を「主体的・対話的で深い学び」の視

点で日々の保育を実践することで育まれる子どもの育ちが、資質能力であり、１ の姿

であることが分かった。 

( ) 日々の５領域に基 く保育を通して育まれる資質・能力及び、幼児期の終わりの具

的な子どもの姿（育ち）、そして保育の改善の視点「主体的・対話的で深い学び」は、

り すことができない い関 性があると理解することができた。 

( ) 実践にお る幼児の具体的な姿から、改めて捉えることで、子どもの育ちを３つの資

質・能力から理解することができた。 

( ) 実 の保育では、１つの資質・能力を目 して育むのではなく、 活や びの中で３

つの資質・能力は の資質・能力として、 的に育まれていくことが分かった。 

( ) 資質・能力の視点から見た子どもの育ちは、日々の保育で育まれる子どもの育ちであ

る。資質・能力も１ の姿も日々の保育の過程で表 される。 

 

課 

題 

( ) 「１ の姿」を活用することで、子どもたちの育ちを考えたり、保育の質の向上を図

ったりすることができるのではないかと考えられるので、さらに研究を深める。 

( ) 資質・能力に向かう子どもたちの育ちは、主体的・対話的で深い学びの視点に基 い

た日々の保育を実践することが であるということを まえ、主体的・対話的で深い

学びについて実践的な研究を進めていきたい。 

 (☆本園研究紀要を に したため、 ・図・表等 ・ した 分は研究紀要に 載) 

    の 目等については、本園研究紀要にすべて 載しているので く さい。 

 

（ ） な と体 （ ）  （ ） 性 （ ）道 性・ 識の え 
（ ） 会 活との関わり （ ）思考力の え （ ） との関わり・  
（ ） や図形 標識や などへの関 ・  
（ ） による えあい （ ） かな 性と表現 

☆５領域の改善・ 実の表( )               ☆資質・能力と５領域との関連表( )  

☆ 幼 園園内研修実践プ ( )  ☆ 学 ( )  

☆幼児期の終わりまでに育ってほしい姿から見た子どもの姿(育ち)の表( )  

☆園内研修の り方についての考 ( )      

☆ ート の実践 ( )  

☆資質・能力(１ の姿)の視点からの子どもの育ちの一 表( )  

☆５領域の子どもの育ちの一 表( )  


